





Physical and Chemical Analysis in Archaeology (加)
Measurement of Total Amounts of Cinnabar found 
in Nishitani Tumuli Group in Nodagawa-cho， 
Kyoto Prefecture. 
Hiroyuki Yasuda， Mayumi Mori 
Faculty of Pharmaceutical Sciences 
Mukogawa Women' s University， Nishinomiya 663 
Nishitani Tumuli Group loc畠tedin Nodagawa-cho， Kyoto， Japan， was constructd in 3 
century A.D.. It was found that the soil under the rotten wooden coffins in some burial 
mounds within the group contained very small amount of cinnabar (HgS). Photometric 
2十determination of Hg-' with dithyzone was applied to quantitative analysis of the cinnabar. 
Total amounts of 4.7g and 4g cinnabar was respectively measured in the soil of the burial 
mounds. This result newly indicates that a small amount of cinnabar was dedicated to the 







































































試料8 鶴谷2号墓第 1主体部士主義 9のi也1のこと嬢
(対照二i二壌).小石毛ピ含む茶色土(195g) その10rng
を分析用試料とする.














































































































試料検液 l 0.92 C後色)
試料検液 2 0.94 C綴色)











試料検波 14 0.92 C燈色)

































試料 1~3 のそれぞれを，ふるい自の開きが0.3回m ，
0.85m酷， 2.0mmのふるい(会ふるいは『第十一改正日本
薬局方』の50号， 18号， 8.5母ふるいに総当〕にJ[演次か
けてふるい， 3種類の粒皮の粒子鮮に分i箇iし， 0.3mm 

































































ム (Ca)・マグネシウム (Mg)・チタン (Ti)につい
て原子吸光分析法で定量分析を行ない，それぞれ教化




3・4 分析結果 試料土壌〔試料 1~ 3)の分析値は， Table 3に示すと
3・2と3・3の操作にしたがって，今回分析した おりである.
関谷境基i洋の寝葬透*$まから検出された水銀朱を含む3
Table 3. f1!j谷壌墓群壊葬遺構出土3試料〔試料 1~ 3)の赤色顔料物質の材質分析
化学分析値
分蘭試料 霊安不溶性成分 三主姿成分(%) 徴澄成分(%) 成分小計
(g) (%) Fe，03 Al，03 HgS CaO MgO TiO， (%) 
1 -A ( 9.0g) 57.63 2.44 9.85 24.00 。 0.09 0.15 94.16 
1 -B ( 9.2g) 66.36 3.69 7.73 21.67 。 0.16 0.16 98.77 
1-C(5.6g) 81.86 2.44 5.30 8.19 。 0.15 0.10 98.04 
2 -A ClO.9g) 81.23 2.35 8.02 3.33 0.01 0.21 0.20 98.35 
2 -B (38.6g) 80.94 3.48 7.31 4.02 0.01 0.33 0.24 96.33 
2 -C (40.2g) 85.72 2.58 5.66 2.53 0.01 0.18 0.13 96.76 
地w(対照) 86.21 2.58 5.80 0.02 0.01 0.16 94.78 
3 -A ( 8.8g) 80.66 4.13 8.48 2.79 0.01 0.25 0.21 96.53 
3 B Cl2.4g) 82.81 3.94 7.59 2.20 0.01 0.40 0.21 97.16 
3 C Cl1.8g) 88.83 2.15 4.20 0.79 0.01 0.27 0.21 96.46 
地以1(対照、〕 81.47 2.52 8.05 0.01 0.72 0.86 93.63 
3・5 考 察 料二j二嬢の外観が均一的であることから，その全鼓Cl40
Table 3に示されるとおり， 2号墓の土嬢から出こと g)に対して平均合;盈を約3%とすれば4g余りとな
した査内の赤色顔料物資lこいの水銀朱の会量%は，最も る.ここでは，数つまみ盤の水銀朱が被葬者に献ぜら
自の細かし、ふるい (50号:0.3m剖〉を通過した A れ，それが木棺の腐食後床面で拡散したものと考えら
分画部分 (9.0g)では24%(2.2g)に達し， l-B れよう.4号纂からのHgS検出量は，試料3の試料土
分画部分 (9.2g)では22%(2.0g)となり，最も防 接最初Eに対して王子均合設を1.5%とみれば， 0.9gと
の粗いふるい (8.5号:2. Omm)を通過した 1-C分断 なってほんの一つまみ程皮の少量と考えられる.
部分 (5.6g)でも， 8% (0.5g)を示すことがわ ところで， 3汚纂， 4号墓のゴニ綴床開土滋は，対照
かった.なお，上記のふるい分けの擦に， 2.0闘のふる の地w土控室のごと質分析の結果と比べ，その Fe203成分
い自のよに残った大粒の砂粒にも，徴かに水銀朱の付 合設に援のないところから， 3 J号墓， 4~墓では，赤



























藤忠編集 日本考古学論集 l 考古学の基本的
諸問題』古川弘文宣告 pp. 389-407 (1986) 
2.安田博幸，湯本炎和子京都府加悦町愛寂山市A
境群より社lこしの赤色顔料の化学分析J~愛宿 I Li 9 
号墳発掘i1fld査報告書(京都府加悦1]文化財調査報






大学 pp. 11-13 (1987) 
女
京都府与謝郡野間}IUげに所在する西谷墳墓群で，弥
生時代終末期の数蕊の木特捜葬の遺構と遺物(査内赤
色顔料)から，かすかに水銀朱が検出された.それら
の水銀糸について， HgSの総量念日g2+のジチゾン・
クロロホノレム淡による吸光光度定益法を適用して定iま
した.その結采， 4.7gと4gの飽が得られたが，これ
は， ~U寺の日本海側の小股裟において，葬送儀礼に使
用された水銀糸jitの災態を示す初めての資料である.
(1989年 9月27日受理〉
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